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１ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）職業訓練計画認定申請書（様式第１号）記載例 

 

職業訓練計画開始日の前日から起算して 1 か月前までに提出してください。 

申請書裏面を参考にして、該当する産業分類を記載してください。 
なお記入の際は、産業大分類と産業中分類の組合せが矛盾しないよう留意してく
ださい。 

申請事業所で選任されている職業能力開発推進者（職業能力開発促進法第 12 条）
について記載してください。 

本様式は、労働者に対して職業訓練を実施しようとする場合に、職業

訓練実施前に提出していただく必要があります。 
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２ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）職業訓練計画（様式第２号）記載例 

 

  

計画している職業訓練の実施対象者について記載してください。 
異なる複数の訓練を実施する場合は、訓練毎に計画の提出が必要となりま

すが、同内容の訓練を実施予定の方が複数名いる場合は、対象者を記載する
ことで１つにまとめることができます。 

計画ごとに通し番号をつけて記載してください。 
労働局の担当者が訓練内容を確認する場合にこの番号を利用する場合があ

ります。 

Off-JT を実施する訓練機関の訓練名称や、貴社で実施する OJT の名称を記
載してください。 

 職業訓練を実施する目的について記載してください。 

 実施する職業訓練が、事業内容とどのような関連性があるのかを記載して
ください。 

 職業訓練の実施内容について記載してください。 
 訓練カリキュラムを別途作成している場合は、カリキュラムを添付するこ
とにより記載を省略することが可能です。 

本様式は、労働者に対して職業訓練を実施しようとする場合に、

職業訓練実施前に提出していただく必要があります。 
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３ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）OJT 評価シート（様式第５号）記載例 

 

  

【職業訓練計画認定申請時、支給申請時の記載箇所】 
モデルとなる評価シートは、職種や業種ごとに厚生労働省ホームページで公開

されておりますので、予定している「訓練時の職務」に応じ、選択や加工をした
上で作成してください。 
 
○ 厚生労働省ホームページ 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000127397.html 

【支給申請時の記載箇所】 
各ユニットにおける評価基準は、上記のモデルとなる評価シートに対応した評

価基準が厚生労働省ホームページで公開されておりますので、参考に評価を実施
してください。 
 
○ 厚生労働省ホームページ 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job̲card01/jobcard11.html 
 

本様式は、労働者に対して職業訓練を実施しようとする場合に、職業

訓練実施前および支給申請時に提出していただく必要があります。 
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４ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）職業訓練計画認定変更申請書（様式第８号）記載例 

 

６欄で○をつけた項目についてその変更
後の内容を具体的に記載してください。 
・③の場合は変更となる対象労働者の氏

名、雇入れ日、雇用保険被保険者番号を
記載してください。 

・④･⑤の場合は職業訓練計画（様式第２
号）に変更のある部分のみを記載し添付
してください。 

職業訓練計画認定通知書（様式第６号）に
記載されている認定番号を１欄に、認定
年月日を２欄に記載してください。 

本様式は、認定を受けた職業訓練計画

の内容に変更等がある場合に提出して

いただく必要があります。 

変更する内容について該当するもの全て
に○をつけてください。 

変更内容によって申請期限が異なります
のでご注意ください。 
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５ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）対象労働者雇用状況等申立書（様式第９号）記載例 

 

支給対象者ごとに記載してください。 

内容に誤りがないかについて支給対象者
本人の確認を受け、氏名を記載してもらっ
てください。 
任意で記載を求めている部分を除き、確認
が取れない場合は支給対象外となります。 

裏面に記載欄のある申請期限は実施する
内容、申請区分により異なりますので、「７ 
受給手続きについて」を必ずご確認くださ
い。 

こちらは、本コースの申請事業主が、支給
対象者の離職元事業主から再就職支援の
委託を受けた職業紹介事業者と同一か、ま
たは関連のある事業主であるかどうかを
確認する項目です。 

（Ａ）と（Ｂ）は再就職援助計画対象労働
者証明書（写）または求職活動支援（写）
に記載のある賃金額を記入してください。 
本コースでの「賃金」とは、時間外手当・
休日手当を除いた、毎月決まって支払われ
る基本給及び諸手当を指します。 
（Ｐ11 の※３を参照してください。） 
 

３、４欄は、それぞれの記載内容を確認し、
当てはまる場合は「はい」に〇付けてくだ
さい。当てはまらない場合は支給対象とな
りませんのでご注意ください。  
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６ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）支給申請書（様式第 10 号）記載例 

  

申請期限は、申請する区分によって異なります
のでご注意ください。 

申請書裏面を参考にして、該当する産業分
類を記載してください。また、資本額・労
働者数・企業規模も記載ください。 支給対象者が複数名いる場合は、まとめて申

請が可能です。 

複数名分まとめて申請する場合、それぞれ
の方の雇入れ日を基準に要件に当てはま
るかを確認してください。 

優遇助成での申請を希望する場合は、当ては
まる項目にチェックをつけて申請してくださ
い。 

優遇助成に該当する場合はチェックをつけて
申請してください。 
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７ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）職業訓練支給申請額内訳（様式第 11 号）記載例 

 

 

  

本様式は、労働者に対して職業訓練を実施した場合に、支給申請時

に提出していただく必要があります。 

職業訓練を実施した支給対象者ごとに作成してください。 

支給対象者に実施した Off－JT の内容について記載してください。 

支給対象者に実施した OJT について、該当区分の金額や訓練時間数について記載
してください。 

訓練の総受講者数は、本コースの支給対象者のみでなく、当該職業訓練を受講し
たすべての人数の合計ですのでご注意ください。 
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８ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）Off-JT 実施状況報告書（様式第 12 号）記載例 

 

Off－JT の実施
日、実施時間、実
施内容等につい
て記載してくだ
さい。 

訓練実施者の証明
（訓練実施機関名
または講師名）を受
けてください。 
 

申請事業主の証明
（事業主または訓
練実施責任者（職業
能力開発推進者以
外 で も 構 い ま せ
ん））を受けてくだ
さい。 
 

訓練を受講した
支給対象者ご本
人の署名を受け
てください。 

支給対象者ごと
の合計枚数を記
載してください。 

支給対象者が実
際に Off-JT を受
講した総時間数
を記載してくだ
さい。 
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９ 早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース）OJT 実施状況報告書（様式第 13 号）記載例 

 

Off－JT の実施
日、実施時間、実
施内容等につい
て記載してくだ
さい。 

対象者ごとの合
計枚数を記載し
てください。 

当該日の OJT が終
了するごとに、支給
対象者ご本人に記
載していただくよ
うにしてください。 

申請事業主の証明
（事業主または訓
練実施責任者（職業
能力開発推進者以
外 で も 構 い ま せ
ん））を受けてくだ
さい。 
 

訓練を受講した
支給対象者ご本
人の署名を受け
てください。 
 

受講者が実際に
Off-JT を受講し
た総時間数を記
載してください。 


